
人
ま
ね
で
な
く
自
ら
技
術
創
造医療・エネ分野に「光」を

　

失敗は次の糧。人類が必要
とする技術、製品を開発す
れば利益はついてくる…と
晝馬さん

　
光
の
研
究
と
光
技
術
を
基
盤

と
す
る
製
品
開
発
で

人
類
未

知
未
踏

を
追
求
す
る
浜
松
ホ

ト
ニ
ク
ス
。
そ
の
高
い
技
術
力

は
小
柴
昌
俊
東
京
大
学
特
別
栄

誉
教
授
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
に
つ
な

が
っ
た
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
で
脚
光

を
浴
び
、
同
社
は
経
常
利
益
率

％
超
の
高
収
益
を
誇
る
。
研

究
開
発
を
重
視
し
た
モ
ノ
づ
く

り
の
姿
勢
や
医
療
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
な
ど
幅
広
い
分
野
へ
の
応
用

が
期
待
さ
れ
る
光
の
可
能
性
に

つ
い
て
晝
馬
明
社
長
に
聞
い

ま

ひ
る

た
。

編
集
委
員
・
田
中
弥
生

□
　
―
浜
松
ホ
ト
ニ
ク
ス
の
強
み

は
。

　
「
研
究
開
発
型
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
は

創
業
者
ら
が
師
と
仰
い
だ

テ

レ
ビ
の
父

高
柳
健
次
郎
先
生

の
精
神
が
脈
々
と
受
け
継
が
れ

て
い
る
。
人
ま
ね
で
な
く
、
自

ら
新
し
い
技
術
や
産
業
を
生
み

出
そ
う
と
い
う
精
神
だ
。
当
社

の
従
業
員
は
常
に
考
え
な
が
ら

モ
ノ
を
作
っ
て
く
れ
て
い
る
」

　
―
研
究
開
発
費
に
売
上
高
の

１
割
を
投
じ
て
い
ま
す
。

　
「
研
究
開
発
の
基
本
は
自
由

啓
発
。
た
だ
各
部
門
は
独
立
採

算
で
経
費
と
成
果
の
帳
尻
を
合

わ
せ
て
い
る
。
開
発
部
門
と
い

え
ど
も
、
従
業
員
一
人
ひ
と
り

が
経
営
感
覚
を
持
つ
こ
と
が
重

要
だ
。
成
果
を
出
せ
ば
何
で
も

で
き
る
。
た
だ
し
失
敗
し
て
も

懲
罰
は
な
い
。
失
敗
は
次
の
糧

に
す
れ
ば
よ
い
。
人
類
が
必
要

と
す
る
技
術
、
製
品
を
開
発
す

れ
ば
利
益
は
つ
い
て
く
る
」

　
―
成
長
が
期
待
で
き
る
光
技

術
や
そ
の
応
用
分
野
は
。

　
「
光
電
子
増
倍
管
や
分
光
器

を
大
幅
に
小
型
化
す
る
技
術
を

使
え
ば
、
各
分
野
で
携
帯
型
機

器
の
開
発
が
可
能
に
な
り
、
応

用
範
囲
が
広
が
る
。
レ
ー
ザ
ー

を
使
っ
た
ウ
エ
ハ
ー
切
断
技
術

の
ス
テ
ル
ス
ダ
イ
シ
ン
グ
も
発

光
ダ
イ
オ
ー
ド

Ｌ
Ｅ
Ｄ

や

液
晶
分
野
で
需
要
が
期
待
さ
れ

る
。
医
療
分
野
で
は
光
で
乳
が

ん
な
ど
を
検
査
で
き
る
装
置

や
、
光
半
導
体
素
子
を
使
っ
た

陽
電
子
放
射
断
層
撮
影

Ｐ
Ｅ

Ｔ

用
検
出
器
を
開
発
し
て
い

る
」

　
―
レ
ー
ザ
ー
核
融
合
な
ど
光

を
使
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
も

進
ん
で
い
ま
す
。

　
「
ト
ヨ
タ
自
動
車
、
光
産
業

創
成
大
学
院
大
学
と
共
同
で
、

高
繰
り
返
し
実
験
に
よ
る
レ
ー

ザ
ー
核
融
合
発
電
の
研
究
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
発
電
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
高
利
得
実
証
実
験
を
し

て
い
る
米
バ
リ
モ
ア
国
立
研
究

所
の
核
融
合
実
験
施
設

Ｎ
Ｉ

Ｆ

と
も
技
術
提
携
し
、

年

後
の
実
用
化
を
目
指
す
」

　
―
光
創
成
大
は
創
立
６
年
目

を
迎
え
ま
す
ね
。

　
「
こ
れ
か
ら
は
大
学
を
卒
業

し
て
も
大
企
業
で
ぬ
く
ぬ
く
と

生
活
で
き
る
時
代
で
は
な
い
。

一
人
ひ
と
り
何
が
で
き
る
か
を

問
わ
れ
て
い
る
。
光
創
成
大
は

新
産
業
創
出
と
起
業
家
精
神
を

持
つ
人
材
育
成
を
目
指
し
、
晝

馬
輝
夫
浜
松
ホ
ト
ニ
ク
ス
会
長

が
創
立
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
な

い
概
念
の
大
学
な
の
で
学
生
集

め
に
は
苦
労
す
る
が
、
成
功
例

を
世
に
示
す
こ
と
が
次
に
つ
な

が
る
。
実
際
、
そ
う
し
た
芽
も

育
っ
て
い
る
。
大
企
業
な
ど
が

新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
持
っ
た
起

業
家
を
支
援
す
れ
ば
、
日
本
の

国
力
向
上
に
も
つ
な
が
る
」

　
―
東
日
本
大
震
災
で
日
本
の

製
造
業
が
大
き
く
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
て
い
ま
す
。

　
「
大
震
災
の
惨
状
に
は
胸
を

痛
め
て
い
る
。
一
方
で
、
過
酷

な
状
況
で
忍
耐
強
く
秩
序
を
守

り
続
け
る
日
本
人
の
心
の
美
し

さ
に
心
打
た
れ
た
。
こ
の
素
晴

ら
し
い
気
質
が
良
い
方
向
に
向

か
え
ば
、
日
本
は
必
ず
復
興
で

き
る
と
信
じ
て
い
る
」

　　

中国、増産に向け新工場

日
本
の
製
造
業
の
強
み
は
人
材

　

低調だった欧州市場も自
動車部品メーカーの設備
投資意欲が出てきている
…と高松さん

　
工
作
機
械
の
受
注
は
中
国
を

は
じ
め
と
す
る
新
興
国
の
需
要

増
に
け
ん
引
さ
れ
、
回
復
基
調

に
あ
る
。
た
だ
、
東
日
本
大
震

災
の
影
響
も
あ
り
、
足
元
の
景

況
は
不
透
明
だ
。
小
型
旋
盤
を

主
力
と
す
る
高
松
機
械
工
業
の

高
松
喜
与
志
社
長
に
、
海
外
展

開
の
状
況
と
商
品
開
発
の
戦

略
、
日
本
の
製
造
業
の
強
み
な

ど
に
つ
い
て
聞
い
た
。

金
沢
支
局
長
・
堀
信
一

□
　
―
メ
ク
ト
ロ
ン

長
野
県
上

田
市

か
ら
小
型
マ
シ
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー

Ｍ
Ｃ

の
Ｏ
Ｅ
Ｍ

相
手
先
ブ
ラ
ン
ド

供
給
を

受
け
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　
「
メ
ク
ト
ロ
ン
の
機
械
を
当

社
の
ブ
ラ
ン
ド
で
、
当
社
の
旋

盤
と
組
み
合
わ
せ
て
販
売
す

る
。
２
０
０
８
年
に
は
台
湾
の

友
嘉
実
業
グ
ル
ー
プ
の
大
型
Ｍ

Ｃ
を
輸
入
し
、
当
社
の
製
品
と

組
み
合
わ
せ
て
販
売
し
て
い

る
。
メ
ク
ト
ロ
ン
か
ら
の
Ｏ
Ｅ

Ｍ
供
給
で
、
幅
広
く
顧
客
に
提

案
で
き
る
」

　
―
東
日
本
大
震
災
で
の
被
害

は
あ
り
ま
し
た
か
。

　
「
東
北
営
業
所

宮
城
県
名

取
市

の
建
物
が
一
部
損
壊
し

た
程
度
に
と
ど
ま
っ
た
。
し
か

し
被
災
地
に
納
入
先
は
多
く
、

非
常
に
心
配
し
て
い
る
。
震
災

か
ら
の
復
興
に
は
か
な
り
の
時

間
と
金
が
か
か
る
。
震
災
前
は

国
会
で
子
ど
も
手
当
だ
の
減
税

だ
の
と
議
論
し
て
い
た
が
、
こ

の
際
、
企
業
に
は
復
興
の
た
め

の
特
別
税
を
設
け
て
も
よ
い
の

で
は
な
い
か
。
企
業
の
義
援
金

も
大
切
だ
が
日
本
中
の
企
業
が

復
興
に
向
け
て
協
力
し
て
い
る

と
目
で
見
え
る
形
に
し
て
ほ
し

い
」

　
―
中
国
販
売
が
好
調
で
す
。

　
「

年
に
中
国
・
杭
州
市
に

友
嘉
実
業
と
合
弁
会
社
を
設
立

し
、
友
嘉
実
業
の
工
場
の
一
角

で
工
作
機
械
の
生
産
を
始
め

た
。
現
在
、
旺
盛
な
需
要
に
対

応
す
る
た
め
に
新
工
場
の
建
設

を
準
備
し
て
い
る
。
す
で
に
工

場
用
地
約
１
万
５
０
０
０
平
方

を
取
得
し
て
お
り
、
あ
と
は

現
地
政
府
の
認
可
が
下
り
る
の

を
待
つ
ば
か
り
だ
。
現
地
で
の

販
売
台
数
は
、

年
は
過
去
最

高
を
更
新
す
る
勢
い
だ
が
、
中

国
ビ
ジ
ネ
ス
で
ネ
ッ
ク
に
な
る

の
が
言
語
。
日
本
で
教
育
し
た

中
国
人
ス
タ
ッ
フ
を
送
り
込

み
、
現
地
で
さ
ら
に
拡
販
し
た

い
」

　
―
中
国
以
外
の
重
点
市
場

は
。

　
「
２
輪
車
や
４
輪
車
の
需
要

が
増
大
す
る
東
南
ア
ジ
ア
、
特

に
タ
イ
で
は
部
品
加
工
用
の
工

作
機
械
の
受
注
が

年
は
前
年

比
ほ
ぼ
倍
に
な
っ
た
。
低
調
だ

っ
た
欧
州
市
場
も
、
自
動
車
部

品
メ
ー
カ
ー
で
設
備
投
資
の
意

欲
が
出
て
き
て
い
る
。

年
に

イ
タ
リ
ア
の
販
売
代
理
店
を
現

地
の
大
手
商
社
に
変
更
し
た
こ

と
も
あ
り
、
今
後
は
欧
州
に
も

力
を
入
れ
た
い
」

　
―
今
後
の
成
長
戦
略
は
。

　
「
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
で

生
産
調
整
に
入
っ
た
時
に
、
社

員
と
一
緒
に
な
っ
て
成
長
戦
略

の
構
想
を
練
っ
た
。
そ
こ
で
経

営
の
多
角
化
と
さ
ら
な
る
海
外

で
の
事
業
展
開
が
浮
上
し
た
。

海
外
で
は
販
売
体
制
の
強
化
や

低
価
格
機
種
の
投
入
な
ど
で
、

現
在
２
割
程
度
の
海
外
売
上
高

比
率
を
５
割
に
引
き
上
げ
る
の

が
目
標
だ
」

　
―
日
本
の
製
造
業
の
強
み

は
。

　
「
日
本
に
は
資
源
は
な
い

が
、
優
秀
で
勤
勉
な
人
が
い

る
。
米
イ
ン
テ
ル
や
ア
ッ
プ
ル

の
よ
う
に
独
創
的
な
ア
イ
デ
ア

を
持
つ
企
業
を
育
て
る
こ
と
が

重
要
だ
。
こ
れ
か
ら
は
技
術
開

発
や
人
材
育
成
は
日
本
で
、
生

産
は
海
外
で
と
す
み
分
け
る
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
」

晝
馬
明
氏
浜
松
ホ
ト
ニ
ク
ス
社
長

高
松
喜
与
志
氏
高
松
機
械
工
業
社
長
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